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［目的］これまでは、幾つかの実験住宅について大気浮遊粉塵に対するその調整機能につ

いて、遮断効果及びその粒径依存性を調べてきた。その中で遮断効果には気象要素や住宅

構造が影響していることが明らかになった。しかし、これらの因子がどのように寄与して

いるかを明らかにするだけの系統的な観測データは得られていない。そこで、今回は、一一

つの実験住宅に対して、長期的に観測を続け季節変化や気象要素に対する調整機能を明ら

かにする。

［方法］京都市北区の木造瓦葺２階建住宅について住宅内外の質量濃度（ピエソバランス）

、元素濃度（ローボリュームエアサンプラー、ＩＮＡＡ）を風向（自作風向計）、風速（

熱線風速計）、気温・湿度( 自記温湿度計）と同時測定する。主な装置は前回と同様にマ

イコンにつないで自動計測する。また観測に用いる部屋の換気量（ＣＯ２ 法）を測定する。
時期は春、夏、秋、冬の各季節に１週間程度行う。

［ 結果］これまでに行った一連の観測では既に以下の事が明らかになっている。①粗大粒

子に対しては遮断効果が顕著だが、微小粒子では殆ど認められない。その結果、②土壌（

人工）起源の元素に付いては遮断効果が大きい（ 小さい）。また、気象要素との関連では、

③質量濃度は固有の日変化を示し、その変化は風速と強い相関を示す。更に、④室内外の

粉塵濃度の比は主として風速よりは風向に依存する傾向が認められている。現在更に詳し

い解析を行っているが、これに加えて、５月に同様の観測を実行しその結果とあわせて報

告する予定である。

目的　　 我*    の 居 住 環 境をI  !> 快 適4    も の 忙 すi,     た めK    も, 熱・ 光・ 音・ 空 気･ 水 次ど

の 各 種 環 境 要 素 に つ い て 十 分 検 討 する こ と は ， 今 日 の 住 居 が 質 か ら 量 へ の 転 換 期 に あ る こ

と か ら 特 に 重 要 で あ る 。 そ の 内 ，音 環 境 に 関 し て ， 外 部 か ら の 騒 音 や 振 動 攻 ど へ の 対 策は

か 左* 進 ん で き た が, 室 内 に 君け る 音 圧 分 布 な ど 音 環 境 の差 備 には 検 討 の 余 地 が 残 さ れて

い る。 本 報 告 で は ， 室 内 の 各 種 仕 上 げ 材 料 と そ れ ら ○ 配置 が 任 意 の 場 合 で も 対 応 可 能 々 室

内 音 予 測 法 の 開 発 を 目 的 とし て い る 。

方 法　　 室 内 音 圧 分 布* 予 測 す る に あit    )) ， 直 接 音 と 拡 散 音 と に 分 離 し て 計 算 す るL. Ｌ･

B e r a n e kの 方 法を は じ め とし ， 各 種 の 予 測 法 が 提 案 さ れ て いi> 。 し かし ， 室 内 の カ ー ペ ッ

ト ， カ ー テ ン 攻 ど の 吸 音 材 料 や, ガ ラ ス 窓 か よび 壁 な ど の よ5    4 反 射 材 料 が 任 意 に 配 置さ

れ ていi, 場 合 の 室 内 音 圧 分 布 の 予 測は 容 易 で は ない 。こ の た め ， 本 報 告 で は 任 意 配 置 の 仕

上 げ 材 料 を 予 測 計 算 に 十 分 反 映 で き る 手 段 と し て ， 音 像法 を 採 用 し た 一 方 法 を 提 案 し ， 実

験 的 に 確 認 す る。

結 果　　 矩 形 室 の 場 合 に つい て, 本 手 法 にit) 室 内 音 圧 分 布 の 予 測 が可 能 と 々 つ た。 本

手 法 にX. る 予 測 値 と 従来 の 方 法 に よ る 予測 値 と を 比 較 す る と, 吸 音 材 料 の 配 置 な ど にi.   i.

音 圧 分 布 の 予 測 に お け る 精 度 が 本 手 法 に よi> 十 分 得 ら れ る こ と が 確 認さ れ た 。 こ の 手 法 に

よi> . 例 え ば 住 居 内 のII   ス こ ン グ・ ル ー ム 々 ど の 音 圧 分 布 に 関 すミ%    の が か なI) 解 決 さ れ

る 。 し か し ， 室 形 状は 矩 形 ば か り で は な い た め ，矩 形 に 限 ら ぬ 室 に つ い て の 予 測 法 に つ い

て も今 後 取!ﾌ 組 む 必 要 が あ る。


